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 真夏を思わせる梅雨の晴れ間、体育館の中は蒸し暑

かった。正午の気温は２５．７℃と今年の最高気温を

更新、練習終了後、美心会の臨時総会が開催された。 

 体育館内は異常に熱いため、風通しの良い玄関ホー

ルに集まって審議を開始。 

会議の出席者は１２名だったが、欠席者のほとんど

が委任状を提出し、参加者は過半数を超えた。 

議題は、総会で懸案となっていた 

１．勝浦市文化祭参加の可否について 

２．運営費の徴収期間と金額について・・・である。 

 
資料を手に議題を審議 

 議長は野口会長が務め、勝浦市文化祭について審議。 

 懸案だった「勝浦市芸術文化団体連絡協議会」の脱

退について、アンケートで脱退支持が多かったので今

年３月末で脱退届を提出。４月以降の脱退の場合、年

会費５,０００円を支払なければならず、経費削減のた

め臨時総会前に手続きを進めた旨、報告があった。 

 芸文協は脱退したが、勝浦市文化祭に参加できない

わけではないので、参加したい場合は７月末位を目途

に協議して決定することになった。参加は勝浦市の担

当者と話し合いをし、詳細を詰めていくことも併せて 

 

 

 

 

 

報告された。 

 次いで運営費の徴収期間と金額について審議。 

 新規入会者はいつ入会しても１,０００円徴収して

いたが、入会月（1ヶ月 300円）により変更する案が

支持された。現、在籍会員の運営費は３ヶ月１,０００

円という意見が支持されたが、新規入会者の運営費と

整合性を保つため、在籍会員も３ヶ月９００円とする

案が提案され了承された。 

 休会者の運営費は、３ヶ月１,０００円徴収している

が、アンケートでは現状維持（新運営費３ヶ月９００

円）が１０票だったが、休会中の運営費免除（５票）

＋半額（３票）＋無回答（３票）＝１１票となり拮抗

しているとの意見もあり、運営費の使途（会場費、お

中元・お歳暮他）も考慮し半額（案）が提案され了承

された。 

重 大 発 表 

 ６月１０日野口会長から重大発表があった。野口会

長が仕事の都合で、土曜日に休暇が取得できなくなり、

今後美心会の活動に参加できないので６月２４日を持

って退会の旨が会員に伝えられた。１７日、臨時総会

の席上で再度説明があり、新会長は岡田和子さんにお

願いして本人の了承が得られたという。 

 野口会長は会社から指定された休日が、日・月であ

るので今後「勝浦清心会」で太極拳を続けたいと考え

ているそうだ。 

 美心会は新規入会者が少なく退会者が増えて会員数

が大きく減少している。会員の中から、近い将来「勝

浦清心会と統合」も視野に入ってくるのではという声

も聞かれた。 

臨 時 総 会 開 催 


